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今後の方向性（案）について

1. 海上ルートの実現について

•海上ルートの実現に資する研究（地域固有の気象条件を活用した曲線半径小回り化等）について
国内外の研究機関等との連携を推進するなど、海上ルートの実現可能性を追求する。

•将来的な海上ルートの実現の際のRNP-AR方式の導入に向けて、機材更新の際には同方式に対応し
た機材とするよう航空会社に促すなど、同方式の導入の際の課題解決に向けた取組みを推進する。

•加えて、RNP-AR方式への対応状況について、未回答の外国事業者を含めフォローアップを引き続き進
めるとともに、羽田空港航空機衝突事故対策検討委員会の中間とりまとめで提言された対策を着実に
進める。

2. 更なる騒音負担軽減について

•低騒音機材の導入促進のため、更なるインセンティブが働くような仕組みの検討を進める。

•海外の他空港でも推奨しているA320シリーズ向けの騒音低減装置等について、その導入を推進する。

•JAXAと海外メーカーが連携して開発を進めている騒音低減装置について、ICAO等における国際的な
発信の強化等により認知度の向上を図り、実装への取組みを推進する。

3. その他丁寧な情報提供について

•海外事例も踏まえ、ホームページをはじめとした情報提供の更なる充実化を図る。
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